
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

女性

58.6％

男性

39.7％

無回答

1.6％

１　調査の目的 

平成 30 年３月に策定した第３次川西市男女

共同参画プラン【改定版】の見直しにあたり、

市民の皆さまのお考えをお聞かせいただく

ため 

２　調査対象 

満 16 歳以上の女性 1,000 人、男性 1,000 人　　

あわせて 2,000 人 

３　調査期間 

令和４年 11 月 22 日～令和４年 12月 14 日 

４　調査方法 

郵送配付・郵送回収及びインターネット回答 

５　回収状況 

配布数：2,000 通  

有効回答数：853 通 

有効回答率：42.7％

概要版

川西市男女共同参画に関する 

市民意識調査報告書

性　別

10歳代

1.9％
20歳代

4.7％

30歳代

9.3％

40歳代

14.1％

50歳代

17.1％
60歳代

16.9％

70歳代

22.5％

80歳以上

12.1％

無回答

1.5％

年　齢

調査概要  

調査概要

令和５年３月

川西市
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性別役割分担意識 

 

男は仕事、女は家庭という考え方 

 

性別役割分担意識は、「夫は外で仕事をし、妻は家事・育児など家庭を守るのがよい」に賛成す

る人の割合が前回調査と比べて男女とも 10 ポイント以上減少していますが、男女差は依然みら

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てについての考え方 「女の子らしく」「男の子らしく」 

 

「女の子は女らしく、男の子は男らしく育てるのがよい」と思う人は、男女ともに前回調査に

比べて低くなっていますが、女性が 16.8％に対し、男性は 41.3％と高くなっています。 

 

   【女性】    【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そう思う そう思わない 無回答

回答者数＝

女性（令和４年度調査） 500

女性（平成28年度調査） 514

男性（令和４年度調査） 339

男性（平成28年度調査） 351

10.4

21.8

17.1

31.9

86.0

75.5

78.2

64.4

3.6

2.7

4.7

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

％

そう思う

そう思わない

無回答

16.8

77.4

5.8

37.7

58.8

3.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

％

そう思う

そう思わない

無回答

41.3

53.4

5.3

60.4

38.2

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

令和４年度調査

平成28年度調査
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男女平等 

 

男女の地位についての平等感 
 

川西市における男女の地位についての平等感は、全ての項目において女性は男性に比べて低く

なっており、「家庭生活」「学校生活」「地域活動の場」「政治・経済活動への参加」では 10 ポイン

ト以上差がみられています。前回調査と比較すると「家庭生活」「雇用の機会や職場での賃金・待

遇」等市民の身近な場における男女平等感については変化がみられていません。 

固定的性別役割分担意識の改善はすすんでいるものの、「家庭生活」「雇用の機会や職場での賃

金・待遇」の平等感は改善していません。 

男女の地位が平等になっていると思う分野 

   【女性】     【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 28 年度調査では「すべての分野で平等ではない」の選択肢はありません。 

 

子育てについての考え方 育児への参画 
 

子育てにおいては「夫も妻も等分に関わるのがよい」と肯定する人が男女とも８割台を占めて

おり、前回調査と同程度となっています。 

 

 

 

％

家庭生活

学校生活

雇用の機会や職場での賃金・
待遇

地域活動の場

法律や制度上

社会通念・習慣・しきたり

政治・経済活動への参加

社会全体

すべての分野で平等ではない

無回答

35.7

44.5

16.2

33

38.3

6.5

20.6

7.1

20.9

3.2

34.5 

45.0 

16.2 

36.5 

45.6 

14.0 

31.6 

11.1 

-

6.8 

0.0 20.0 40.0 60.0

％

家庭生活

学校生活

雇用の機会や職場での賃金・
待遇

地域活動の場

法律や制度上

社会通念・習慣・しきたり

政治・経済活動への参加

社会全体

すべての分野で平等ではない

無回答

21.6 

34.2 

9.6 

19.8 

22.2 

5.8 

10.2 

4.4 

35.4 

4.0 

24.1

47.9

10.1

25.7

27

5.3

19.1

5.1

-

13.2

0.0 20.0 40.0 60.0

令和４年度調査

平成28年度調査

回答者数＝

女性（令和４年度調査） 500

女性（平成28年度調査） 514

男性（令和４年度調査） 339

男性（平成28年度調査） 351

85.0 

84.8 

85.8 

83.2 

11.0 

12.6 

9.7 

14.5 

4.0 

2.5 

4.4 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う そう思わない 無回答
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育児休業の取得（共働き世帯） 
 

共働き世帯（事実婚を含む）が育児休業を取得する場合の考え方について男女ともに前回調査

で最も高かった「どちらかといえば妻が取るのがよい」が減少し、「夫も妻も同じように取るのが

よい」が最も高く６割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭生活  

 

家庭での役割分担 
 

家庭での役割分担ですが、『②　生活費の確保』が「主

として男性」の割合が約６割、『①　日常の家事（食事の

したく、そうじ、洗濯、ゴミ捨てなど）』で「主として女

性」が６割半ばと高くなっています。 

 

回答者数＝

女性（令和４年度調査） 500

女性（平成28年度調査） 514

男性（令和４年度調査） 339

男性（平成28年度調査） 351

0.2

0.4

1.5

0.6

27.0 

53.9 

27.7 

51.0 

66.8

40.5

63.1

43.3

1.6 

1.9 

3.5 

3.1 

4.4 

3.3 

4.1 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どちらかといえば夫が取るのがよい どちらかといえば妻が取るのがよい

夫も妻も同じように取るのがよい その他

無回答

回答者数＝
①　日常の家事
   （食事のしたく、そうじ、
    洗濯、ゴミ捨てなど）

853

②　生活費の確保 853

③　日常の家計管理 853

④　子育て 853

⑤　高齢者、病人の介護・看護 853

⑥　家庭における重要な決定 853

1.6

60.5

12.7

0.2

0.9

22.7

19.2 

18.5 

21.2 

17.7 

23.6 

54.0 

64.6 

4.8 

51.0 

49.7 

29.7 

7.0 

11.8 

12.8 

12.0 

24.6 

36.9 

12.2 

2.7 

3.4 

3.2 

7.7 

8.9 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主として男性 男女同程度

主として女性 その他／非該当（ひとり暮らしなど）

無回答
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家庭での役割分担の満足度（女性） 
 

家庭での役割分担の満足度ですが、女性では『①　日常の家事（食事のしたく、そうじ、洗濯、

ゴミ捨てなど）』『④　子育て』『⑤　高齢者、病人の介護・看護』で“不満”が高く、共働きの女

性でその傾向が顕著になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家事に要する時間 
 

平日、休日ともに、男性が家事に要する時間は少なくなっています。共働き世帯の男性が家事

を担う割合は、共働き家庭以外の男性に比べると高くなっているものの、依然、主に女性が担っ

ていることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数＝

女性　共働きしている 202

女性　共働きしていない 134

男性　共働きしている 102

男性　共働きしていない 144

1.0 

5.9 

7.6 

1.5 

1.5 

25.5 

34.7 

4.0 

4.5 

43.1 

31.9 

14.9 

14.9 

18.6 

13.9 

25.7 

23.1 

4.9 

5.6 

22.3 

24.6 

1.0 

1.4 

16.3 

9.0 

13.9 

15.7 

1.4 

0.5 

6.7

1.0 

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数＝

女性　共働きしている 202

女性　共働きしていない 134

男性　共働きしている 102

男性　共働きしていない 144

1.5 

1.0 

4.9 

2.0 

0.7 

16.7 

24.3 

5.0 

3.7 

15.7 

30.6 

15.8 

18.7 

31.4 

19.4 

19.8 

26.9 

20.6 

8.3 

21.8 

17.9 

9.8 

2.1 

15.8 

10.4 

2.0 

0.7 

15.3 

14.9 

1.4 

3.0 

6.7 

2.9 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０分 30分未満 30分～１時間未満

１～２時間未満 ２～３時間未満 ３～４時間未満

４～５時間未満 ５時間以上 無回答

満足 ある程度満足

あまり満足していない 満足していない

無回答

回答者数＝

①　日常の家事（食事のしたく、
　そうじ、洗濯、ゴミ捨てなど）

421

②　生活費の確保 412

③　日常の家計管理 417

④　子育て 334

⑤　高齢者、病人の介護・看護 278

⑥　家庭における重要な決定 412

16.4

35.7

28.5

18.9

13.7

31.8

48.9 

47.3 

52.8 

49.4 

42.1 

49.8 

21.9 

9.7 

10.6 

17.7 

24.8 

8.3 

9.3 

4.1 

4.1 

8.4 

14.0 

5.3 

3.6 

3.2 

4.1 

5.7 

5.4 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ワーク・ライフ・バランスの現実と希望 
 

ワーク・ライフ・バランスの実現について、現実と比較すると、男女とも「『仕事』を優先した

い」が低く、「『仕事』と『家庭生活』をともに優先したい」が高くなっており、特に、男性では

その傾向が強くみられ、ワーク・ライフ・バランスの実現を希望する人が多くみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性が働きやすい環境だと思わない理由（上位５項目） 
 

女性の就労状況については、働きやすい環境だと「そう思わない」女性の割合が 57.2％となっ

ており、働きやすい環境だと思わない理由については、女性で「労働条件が整っていないから」、

「保育・介護施設が整備されていないから」「働く場が限られているから」が４割以上となってい

ます。 

 

回答者数＝

女性 500

男性 339

8.8 

26.0 

36.6 

11.5 

4.4 

5.3 

17.0 

28.6 

1.8 

2.7 

11.8 

4.7 

6.6 

5.0 

8.2 

12.1 

4.8 

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数＝

女性 500

男性 339

2.4 

6.8 

27.2 

15.6 

4.0 

5.9 

19.4 

33.3 

2.4 

4.4 

15.4 

8.6 

17.4 

15.3 

7.2 

7.1 

4.6 

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 286 ％

労働条件が整っていないから

保育・介護施設が
整備されていないから

働く場が限られているから

昇進・給与等に男女の
差別的扱いがあるから

男は仕事、女は家庭という
社会通念があるから

52.4

49

41.3

32.2

21.3

0 20 40 60 80 100

「仕事」を優先している 「家庭生活」を優先している

「地域・個人の生活」を優先している 「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している わからない

無回答

「仕事」を優先したい 「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい 「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい わからない

無回答

【現実】

【希望】
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性と人権 
 

ＤＶまたはデートＤＶ被害の経験、内容 
 

ＤＶまたはデートＤＶ被害の経験がある人は、女性で 13.4％、男性で 2.7％となっています。

ＤＶまたはデートＤＶ被害の内容は、「『誰のおかげで、おまえは食べられるんだ』と言う」、「殴

ったり、蹴ったり、平手で打つなどする」、「『女（男）のくせに』とバカにしたり、見下したりす

る」等、身体的な暴力や精神的な暴力があげられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談の有無、相談しなかった理由（上位５項目） 
 

ＤＶまたはデートＤＶ被害のある人のうち、

相談をしていない女性が 67.2％、男性が

100.0％となっています。相談しなかった理由

として「相談しても無駄だと思ったから」「自分

さえ我慢すれば、このまま何とかやっていくこ

とができると思ったから」が３割を超えていま

す。 

 

セクシュアル・ハラスメントの被害 
 

自分やまわりの人がセクシュアル・ハラスメントの被害にあった割合は、女性が 30.0％、男性

は 20.7％となっています。 

   【女性】     【男性】 

 

 

％

「外出しないように」と
言うなど行動を制限する

「誰のおかげで、おまえは
食べられるんだ」と言う

意に反して、
性的行為を強要する

殴ったり、蹴ったり、
平手で打つなどする

交友関係を細かく監視する

メール等の返事が少しでも
遅いと常に一方的に怒る

17.9

38.8

29.9

34.3

14.9

10.4

11.1

0

0

22.2

22.2

0

0 20 40 60

％

話しかけても無視して
返事をしない

生活していけないほどの
小額なお金しか渡さない

「女（男）のくせに」とバカに
したり、見下したりする

相手や相手の家族に危害を
加えると脅す

その他

無回答

29.9

11.9

32.8

3

11.9

1.5

22.2

0

33.3

11.1

11.1

0

0 20 40 60

女性（回答者数=67）

男性（回答者数=9）

回答者数 = 500 ％

自分自身が被害にあったことが
ある

友人や職場の仲間など、自分の
まわりに被害にあった人がいる

見たり聞いたりしたことはない

その他

無回答

15.6 

14.4 

60.0 

2.0 

8.0 

0 20 40 60 80 100
回答者数 = 339 ％

自分自身が被害にあったことが
ある

友人や職場の仲間など、自分の
まわりに被害にあった人がいる

見たり聞いたりしたことはない

その他

無回答

1.8 

18.9 

70.5 

2.7 

6.2 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 54 ％

相談しても無駄だと思ったから

自分さえ我慢すれば、
このまま何とかやっていくことが
できると思ったから

相談するほどのことではない
と思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

誰（どこ）に相談してよいのか
わからなかったから

38.9

33.3

29.6

22.2

20.4

0 20 40 60
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男女共同参画施策 
 

男女共同参画に関する「ことがら」や「ことば」の認知度 
 

男女共同参画に関する「ことがら」や「ことば」の認知度は、「マタニティ・ハラスメント」、

「セクシュアル・マイノリティ」、「育児・介護休業法」は高くなっていますが、「第３次川西市男

女共同参画プラン」や「川西市男女共同参画推進条例」、「ポジティブ・アクション（積極的改善

措置）」「川西市パートナーシップ宣誓制度」の認知度は低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川西市男女共同参画センターに望むこと（上位５項目） 
 

川西市男女共同参画センターに望むことについて、女性は「女性の悩みごと相談」などの相談

事業の充実と「セクハラ・ＤＶ被害者への相談・支援」が約５割と前回調査と比べても高くなっ

ています。 

   【女性】     【男性】 

回答者数 = 339 ％

セクハラ・ＤＶ被害者への
相談・支援

旦所共同参画に関する図書や
情報の収集・提供

就労を支援する講座の充実

自主的な活動への助成・支援

「女性の悩みごと相談」などの
相談事業の充実

46.9

32.4

31

30.7

30.7

0 20 40 60 80

回答者数 = 500 ％

「女性の悩みごと相談」などの相
談事業の充実

セクハラ・ＤＶ被害者への相談・
支援

就労を支援する講座の充実

男女共同参画に関する図書や情報
の収集・提供

講座・学習時の保育支援

50.6

48.8

37.2

27.8

27.2

0 20 40 60 80

回答者数＝

①　第３次川西市男女共同参画プラン
   （2013年策定）

853

②　川西市男女共同参画推進条例
   （2015年制定）

853

③　育児・介護休業法
   （1992年施行）

853

④　女性活躍推進法（2016年施行） 853

⑤　ポジティブ・アクション
   （積極的改善措置）

853

⑥　ジェンダーギャップ指数 853

⑦　ワーク・ライフ・バランス
   （仕事と生活の調和）

853

⑧　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス） 853

⑨　デートＤＶ 853

⑩　「配偶者からの暴力の防止及び被害者の
   保護に関する法律」（通称：ＤＶ防止法）

853

⑪　マタニティ・ハラスメント
   （マタハラ）

853

⑫　セクシュアル・マイノリティ
   （性的少数者）

853

⑬　川西市パートナーシップ宣誓制度
   （2021年導入）

853

⑭　LGBT（レズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・
    トランスジェンダーの頭文字を並べた呼称）

853

0.9 

0.8 

18.4 

5.3 

1.5 
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よく知っている 聞いたことがある 知らない 無回答


